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東川のラジオ番組、毎週放送中！東川のラジオ番組、毎週放送中！

　
　毎週水曜日の夜１時間、ほっこ
りまったりお届けします。東川の
情報もりだくさん。番組への出演
者、お便りも募集中！

【聴き方】
①ラジオ　FMりべーる(83.7MHz)
②スマホ　アプリ：Listen Radio
③パソコン　サイマルラジオ
※②と③は全国どこでも聞けます。

発熱外来 受診の流れ
発熱・せきなどの症状が出たら
（風邪かな？と思ったら）

まずは！

町立診療所（☎82－2101）
または かかりつけ医 に 電話
※状況確認と受診予約を行います。

　・土日祝・年末年始
　・主治医のいない方
　・症状はないが相談したい方

はこちら↓　　　　　　

北海道新型コロナウイルス感染症 
健康相談センター
☎０１２０－５０１－５０７
（フリーコール、24時間対応）
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　1月20・21日、羽衣公園で第50回ひがしかわ氷まつりが開催されました〔主催：同実行委〕。
　東川の冬、今年も堪能できたでしょうか？たくさんのご参加、ありがとうございました！

第10回北海道氷彫刻東川コンクール第10回北海道氷彫刻東川コンクール

雪像コンクール雪像コンクール

第50回 ひがしかわ氷まつり

準優勝：高橋満さん（旭川支部）
「キン金に冷えてます！」

優勝：鎌田賢征さん（北見支部）
「ハナカマキリ」

優秀賞：明治安田生命旭川支社
新旭川営業部「うさりん」

最優秀賞：丸山将貴さん
「スクリプト」

優秀賞：井上由歩さん
「イール」
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キトウシの森 きとろん
運営開始から半年が経過
キトウシの森 きとろん

運営開始から半年が経過
キトウシの森 きとろん

運営開始から半年が経過

コンセプト
「自然と調和する場所で心と身体、至福へのリトリート」
　町民の福祉と健康増進を図るとともに、町外からの来訪者にも町の魅力を
伝え、交流人口の拡大に寄与する保養施設として運営しています。キトウシ
山の自然と目の前に広がる豊かな田園風景に囲まれた空間で、いつもの生活
環境から少し離れ、温浴やサウナ、レストランで心と身体を回復できるよう
にとの想いからこのコンセプトを掲げています。他の施設とは異なるリゾー
トの魅力を存分にお楽しみください。

レストラン
　地元産、北海道産の食材にこだわっています。一品だけでなく、美味
しい料理を少しずつ味わい、東川町や北海道の食の魅力を堪能できるよ
うにとの想いから、本町のミネラル豊富な地下水で育った、地元の農産
物を使用した９種類のお惣菜から選ぶデリ方式をメインとし、ブランド
米である東川米はおかわり自由としています。サウナ後のご飯として人
気のある、代謝が上がるような単品料理サウナ飯も提供しています。今
後、単品料理を増やすことも検討していきます。

温浴
　元のキトウシ高原ホテルでも利用者から親しまれてきた本町の豊富な
地下水をくみ上げ、保給水ラインにトロン活性器、浴槽壁面にトロン浴
素収納ケースを設置し、さまざまな効能が得られるトロン方式を採用し
ています。かけ流しではありませんが、各浴槽にろ過装置があり、浴槽
内は循環ろ過方式で常時きれいなお湯の状態にしています。
　浴室は一面ガラス張りで、眺望を楽しむことができます。

サウナ
　より快適な空間を提供するため、サウナにも力を入れて設計。サウナ
は健康促進やリラクゼーションのための人気施設で、新たな癒しの体験
をお楽しみいただけます。男女別に2つずつのサウナ、オートロウリュ
とセルフロウリュを用意し、さまざまなリラックスの選択肢を提供して
います。オートロウリュは自動で温度や湿度をコントロール、セルフロ
ウリュは手動で調整できる仕組みを採用。好みに合わせて利用し、より
一層のリラックスと健康促進をお楽しみいただけます。

森のサロン
　土足でくつろげる空間と、素足でくつろげる空間があり、観覧自由の
書籍、キッズエリア、マッサージチェア、プライベート空間など多世代
が交流できるスペースとなっています。
　１階のレストランでもドリンクやデザートを楽しみながら休憩するこ
とができます。
　今後くつろぐスペースを広げることも検討していきます。

　キトウシの森きとろんは、グランドオープンから約半年が経過しました。町長への手紙を通じていくつ
かのご意見が届いていますので、今後より多くの方にご利用していただくために、キトウシの森きとろん
を改めてご紹介します。

　キトウシの森きとろんは、皆さまのご意見を聞きながら試行錯誤し、少しずつ発展中です。今後、屋上
などのスペースを活用したイベントの企画も予定。皆さまがより快適に使用できるよう尽力しますので、
楽しみにお待ちください。キトウシの森きとろんをよろしくお願いします。

【問合せ】　キトウシの森きとろん　☎82-7010
　　　　　　経済振興課　☎82-2111（内線131）

©Kotaro Imada

©Kotaro Imada

©Kotaro Imada

©Kotaro Imada

©Kotaro Imada
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ピ
ア
ノ
の
音
色
に
包
ま
れ
た
夜

ピ
ア
ノ
の
音
色
に
包
ま
れ
た
夜

川
で
は
約
３
年
ぶ
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
し

ま
し
た
。

　

北
海
道
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
作
っ
た
曲
は
、

雄
大
な
自
然
と
内
な

る
郷
土
愛
か
ら
あ
ふ

れ
る
旋
律
が
心
地
良

い
時
間
を
生
み
出
し

ま
し
た
。
後
半
は
ア

　

１
月
28
日
、
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ
で
「
野
瀬
栄

進
ソ
ロ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
作
曲
家
の
野
瀬
さ
ん
は
、

小
樽
市
出
身
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
。
国
際
的

な
ジ
ャ
ズ
部
門
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
令
和
５
年
度
北
海
度

文
化
奨
励
賞
を
受
賞
。
そ
の
記
念
と
し
て
、
東

ッ
プ
テ
ン
ポ
の
曲
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
音
を
使
用

し
た
曲
な
ど
心
躍
る
曲

が
演
奏
さ
れ
、
全
２
時

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
深

く
魅
了
さ
れ
た
夜
と
な

り
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
使
用

し
た
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ

の
ピ
ア
ノ
は
、
11
月
10

日
に
東
川
建
設
業
協
会
よ
り
寄
贈
い
た
だ
い
た

新
し
い
も
の
で
す
。
お
披
露
目
と
な
っ
た
今
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
野
瀬
さ
ん
の
魂
の
音
色
が

し
み
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
、
何

度
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
こ

と
に
な
る
ピ
ア
ノ
は
、
町
の
音
楽
文
化
の
記
憶

を
刻
ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
東
川
建
設
業

協
会
の
皆
さ
ん
、
野
瀬
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

１
月
20
日
、
旭
岳
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
大

西
人
史
さ
ん
（
雪
崩
事
故
防
止
研
究
会
副
代
表
）

と
竹
内
史
郎
さ
ん
（
同
研
究
会
会
員
）
に
よ
る

「
冬
の
気
象
災
害
に
備
え
よ
う
！
雪
中
で
の
救

助
体
験
」
を
開
催
。
東
川
中
学
校

の
「
大
雪
山
愛
護
少
年
団
」
の
生

徒
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
講
師

の
大
西
さ
ん
は
、
雪
崩
事
故
調
査

や
講
習
会
な
ど
雪
崩
事
故
防
止
に

関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う

雪
崩
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。
団
員

た
ち
に
座
学
で
雪
崩
の
仕
組
み
や

雪
山
の
リ
ス
ク
、
救
助
道
具
の
使

い
方
、
救
助
方
法
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
く
れ
ま
し
た
。
座
学
の
後
は
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
前
で
、
雪
崩
が
起
き
た
想
定
で
救
助

体
験
を
実
施
。
雪
に
埋
ま
っ
た
も
の
を
探
す
棒

「
プ
ロ
ー
ブ
」
や
電
波
を
受
発
信
す
る
「
ビ
ー

コ
ン
」
を
使
っ
て
埋
没
者
を
想
定
し
た
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
探
し
、
シ
ャ
ベ
ル
で
効
率
よ
く
雪
を
か

き
わ
け
て
掘
り
出
し
ま
し
た
。
団
員
た
ち
は
、

は
じ
め
て
の
体
験
に
も
関
わ

ら
ず
声
を
掛
け
合
っ
て
自
然

に
役
割
分
担
を
行
い
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
救
助
を
行

う
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

大
西
さ
ん
は
「
屋
根
か
ら
の

落
雪
や
ス
キ
ー
場
で
の
雪
崩

な
ど
、
雪
の
事
故
は
冬
山
だ

け
で
な
く
身
近
な
生
活
に
も

潜
ん
で
い
ま
す
。
助
か
る
生
命
を
守
る
た
め
、

人
を
救
う
道
具
の
使
い
方
や
方
法
を
少
し
で
も

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
団
員
た
ち
に
語
り
か

け
ま
し
た
。

大
雪
山
愛
護
少
年
団「
雪
中
救
助
体
験
」

大
雪
山
愛
護
少
年
団「
雪
中
救
助
体
験
」

　

１
月
14
日
、
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ
で
「
錦
笑
亭

満
堂
真
打
昇
進
興
行
東
川
ス
ペ
シ
ャ
ル
落
語
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
７
月
に
真
打
に
昇
進

し
た
満
堂
さ
ん
は
、
同
月
に
ヨ
シ
ノ
リ
コ
ー
ヒ

ー
（
北
町
12
）
で
小
さ
な
独
演

会
を
開
催
。
よ
り
多
く
の
方
に

落
語
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

と
、
落
語
家
・
お
笑
い
芸
人
５

組
に
よ
る
今
回
の
ス
テ
ー
ジ
が

実
現
し
ま
し
た
。
前
半
は
三
遊

亭
一
門
に
よ
る
落
語
。
普
通
、

真
打
は
会
の
最
後
に
だ
け
登
場

し
ま
す
が
、
「
昨
年
の
訪
問
で

東
川
が
大
好
き
に
な
り
、
実
は

家
族
を
連
れ
て
旅
行
に
も
来
た
」
と
い
う
満
堂

さ
ん
は
、
会
の
前
半
に
も
創
作
落
語
を
披
露
し

れ
く
れ
ま
し
た
。
師
匠
の
三
遊
亭
好
楽
さ
ん

（
「
笑
点
」
の
ピ
ン
ク
で
お
な
じ
み
）
の
落
語

も
あ
り
、
会
場
は
最
上
級
の
盛
り
上
が
り
に
。

後
半
は
三
遊
亭
一
門
が
黒
い
衣
裳
に
着
替
え
、

真
打
昇
進
の
口
上
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
好
楽
さ
ん

が
満
堂
さ
ん
を
愛
情
た
っ

ぷ
り
に
面
白
お
か
し
く
紹

介
し
、
満
堂
さ
ん
も
今
後

の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
お
笑
い
コ
ン

ビ
・
オ
キ
シ
ジ
ェ
ン
に
よ

る
漫
才
で
再
び
会
場
は
ヒ

ー
ト
ア
ッ
プ
！
締
め
く
く

り
は
も
ち
ろ
ん
、
「
真
打
」

満
堂
さ
ん
の
古
典
落
語

「
芝
浜
」
。
噺
家
（
は
な
し
か
）
が
一
人
で
何

役
も
演
じ
る
奥
深
さ
や
面
白
さ
に
感
動
し
、
落

語
文
化
に
浸
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

落
語
・
三
遊
亭
一
門
が
東
川
に
集
結
！

落
語
・
三
遊
亭
一
門
が
東
川
に
集
結
！▲左から三遊亭好好さん、錦笑亭満堂（きんしょ

うていまんどう、旧・三遊亭とむ）さん、三遊亭好
楽さん

©Ryugosaito

▲プローブを使う練習
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刀
を
捨
て
て
鍬
を
も
っ
た
侍
た
ち

刀
を
捨
て
て
鍬
を
も
っ
た
侍
た
ち

て
移
住
を
決
意
し
、
北
の
原
野
を

切
り
拓
い
た
姿
に
、
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
、
会
場
が
感
動
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

講
師
の
Ｈ
Ａ
Ｌ
財
団
理
事
長
・

磯
田
憲
一
氏
は
「
道
民
に
と
っ
て

歴
史
的
で
大
切
な
記
録
の
た
め
、

ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
フ
ィ
ル
ム
を
デ
ジ
タ
ル
化
し

て
上
映
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
多
く
の
人

に
、
自
ら
の
ル
ー
ツ
と
北
海
道
に
生
き
る
誇
り

を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　

開
拓
し
た
多
く
の
人
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、

現
在
の
東
川
の
美
し
い
風
景
が
あ
る
と
い
え
ま

す
ね
。

　

１
月
27
日
の
第
89
回
デ
ザ
イ
ン

ス
ク
ー
ル
は
、
映
画
「
大
地
の
侍
」

の
上
映
会
＆
ト
ー
ク
を
開
催
。
せ

ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ
講
堂
に
は
定
員
超

え
の
１
８
０
名
が
集
ま
り
、
10
〜

92
歳
の
幅
広
い
世
代
が
映
画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
当
別
町
出
身
の
本
庄
陸
男
の

小
説
『
石
狩
川
』
が
原
作
で
、
１
８
６
９
（
明

治
２
）
年
に
北
海
道
開
拓
に
入
っ
た
岩
出
山
伊

達
家
の
侍
た
ち
が
、
北
の
大
地
と
格
闘
し
、
農

業
の
礎
を
築
い
て
い
く
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。

戊
辰
戦
争
で
敗
れ
た
藩
士
た
ち
が
苦
難
に
耐
え

　

１
月
26
日
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
第
91
回

デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

か
ら
、
１
０
０
名
の
建
築
家
・
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
所
属
す
る
代
表
的
な

ク
リ
エ
イ
タ
ー
集
団
・
Ｊ
Ｋ
Ｍ
Ｍ

ア
ー
キ
テ
ク
ツ
を
迎
え
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
図
書
館
・
学
校

な
ど
多
く
の
公
共
建
築
を
手
掛
け

て
い
ま
す
。

　

「
幸
せ
の
レ
シ
ピ
」
と
題
し
た

今
回
、
「
市
民
や
社
会
に
と
っ
て
の
幸
せ
の
実

現
た
め
に
イ
ン
フ
ラ
を
作
る
こ
と
が
建
築
家
や

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
役
割
」
「
東
川
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
作
る
と
し
た
ら
、
住
む
人
を
知
り
、
四
季

を
通
じ
た
風
景
を
学
び
、
外
と
の
つ
な
が
り
を

考
え
る
。
東
川
に
根
付
い
て
い
る

木
工
な
ど
を
使
い
、
展
示
品
に
あ

る
精
神
を
考
え
て
内
容
を
見
せ
る
。

そ
し
て
展
示
品
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
人
が
集
ま
り
交
流
す
る
場
所

に
す
る
。
地
元
の
方
と
共
働
し
て
、

世
界
の
ど
こ
に
も
な
い
、
ユ
ニ
ー

ク
な
施
設
を
つ
く
り
た
い
」
な
ど

の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
人
が
出

会
う
、
幸
せ
を
つ
く
る
建
築
」
の
話
に
、
多
く

の
刺
激
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

建
築
家
が
生
み
出
す「
幸
せ
の
レ
シ
ピ
」

建
築
家
が
生
み
出
す「
幸
せ
の
レ
シ
ピ
」

　

２
月
１
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
子
育

て
講
座
「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

講
師
は
鈴
木
工
房
（
東
２
号
北
７
）

の
鈴
木
秀
一
さ
ん
と
髙
嶋
千
晴
さ
ん
。

　

始
め
に
行
う
の
は
、
自
分
が
作
り

た
い
物
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
こ
と
。

も
と
と
な
る
の
は
10
㎝
四
方
ほ
ど
の

木
で
、
皆
さ
ん
思
い
思
い
の
デ
ザ
イ

ン
を
描
き
だ
し
ま
し
た
。
次
に
糸
の

こ
を
使
っ
て
、
木
を
切
り
出
す
作
業
。
う
ま
く

で
き
な
く
て
も
、
絶
妙
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
イ

メ
ー
ジ
に
近
付
い
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
や
す

り
で
角
を
落
と
し
、
色
付
け
。
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

の
完
成
で
す
。

　

集
ま
っ
た
保
護
者
た
ち
は
、
先
生
か

ら
「
お
子
さ
ん
は
泣
く
の
を
ぐ
っ
と
こ

ら
え
て
い
ま
し
た
」
「
遊
び
に
夢
中
に

な
り
ま
し
た
よ
」
な
ど
と
様
子
を
聞
い

て
、
安
心
し
て
作
業
に
集
中
す
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

木
工
の
盛
ん
な
東
川
で
、
子
育
て
の

合
間
に
真
剣
に
木
と
向
き
合
い
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

木
工
ク
ラ
フ
ト
で
子
育
て
の
合
間
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

木
工
ク
ラ
フ
ト
で
子
育
て
の
合
間
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

１
月
14
日
、
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ
で
デ
ザ
イ
ン

ス
ク
ー
ル
特
別
編
㉒
を
開
催
。

今
回
は
「
椅
子
の
系
譜
展
」

（
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ
で
開
催
中
）

と
連
動
し
、
椅
子
の
お
話
会
で

は
初
め
て
の
講
座
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
の
二
部
構
成
。
椅
子

研
究
家
・
織
田
憲
嗣
氏
が
、
過

去
作
品
に
問
題
点
を
見
出
し
、

改
善
・
改
良
す
る
デ
ザ
イ
ン
的

手
法
「
リ
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い

て
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。
織
田
氏
は
「
リ
デ

ザ
イ
ン
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ー
ア
・
ク
リ
ン
ト

が
確
立
。
機
能
性
・
素
材
・
構
造
・
安
全
性
・

経
済
性
・
デ
ザ
イ
ン
性
な
ど
の
要
点
を
踏
ま
え

た
う
え
で
成
立
す
る
。
本
当
の
意
味
で
改
良
さ

れ
て
い
る
か
？
換
骨
奪
胎
で
き
て

い
る
か
？
な
ど
を
作
者
が
自
問
自

答
し
、
本
人
が
リ
デ
ザ
イ
ン
を
自

覚
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
語
り
ま

し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は

実
際
に
椅
子
を
系
譜
ご
と
に
追
い

な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
と
技
術
の
進

歩
に
つ
い
て
解
説
。
外
観
の
み
を

変
え
て
購
買
動
機
に
結
び
つ
け
る

現
代
の
も
の
づ
く
り
と
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
必
要
な
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話
会
で
し
た
。

名
作
椅
子
の
前
に
、名
作
あ
り

名
作
椅
子
の
前
に
、名
作
あ
り
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ほんの森
司書のオススメ
せんとぴゅあⅡ ほんの森せんとぴゅあⅡ ほんの森せんとぴゅあⅡ ほんの森
【貸し出し】
図書、紙芝居、雑誌は一人合計10点まで（15日間）
ＤＶＤは一人２本まで（８日間）
★本、ＤＶＤの蔵書リクエストもお受けしています

ほんの森
司書のオススメ

ともぐい（一般書）
河﨑 秋子／著　新潮社／刊

　明治後期、北海道の
人里離れた山中で犬を
相棒にひとり狩猟をし
て生きていた熊爪は、
人付き合いを極端に疎
んじていたが、まれに
肉を売りに行く集落に
住む盲目の少女・陽子
に不思議な魅力を感じ
ていた。熊爪はある日、
山中で負傷した男を見
つける。男は冬眠して
いない熊「穴持たず」
を追いかけてきたとい

うが…。別海町出身の著者が人間と獣たちの業
と悲哀を書いた第170回直木賞受賞作。

　カナダのシンボルといえばメープルリーフが
一般的ですが、動物のビーバーもそうだとご存
知ですか？アメリカの威厳あ
る白頭ワシならわかりますが、
どうして穏やかなビーバーが
カナダの代表になったのでし
ょうか？
　16世紀、カナダの開拓が序
盤の頃、ヨーロッパではフェ
ルト帽が流行。その素材に適
したのがビーバーの毛皮でした。カナダの先住
民は昔から衣装や食料のために多くのビーバー
を狩ってきましたが、ビーバーは開拓者との商
売に重要な資源となりました。先住民たちはビ
ーバーの毛皮を独占すべく争いを起こし、それ
は後に「ビーバー戦争」と呼ばれます。やがて
現地のビーバーがほぼ絶滅に追い詰められ、商
人は未開発の西部と北部を開拓し始めました。
　そこから開拓者はカナダの大自然に交易所と
砦（とりで）を建てました。狩りは経験豊富な
現地の先住民に任せ、開拓者は日用品やヨーロ

ッパ輸入品との物々交換によって毛皮を手に入
れていました。しかし交易所以外の大自然はほ
ぼ未開拓のままで、ヨーロッパへ輸出するには
道なき大自然を渡るしかありません。カヌーで
無数の川を移動し、川を移動できない長距離を、
カヌーと重い毛皮を担いで徒歩で移動しなけれ
ばなりませんでした。その輸送の役割を果たし
た人は「ボヤージュア」（フランス語「旅人」）
と呼ばれ、彼らの強さは伝説級とされています。

　250年の長い間この物々交換
が続き、カナダは通貨が導入
されませんでした。その間、
ビーバーの毛皮1枚が取引の基
本単位とされ、交易所でしか
認められない「メイド・ビー
バー」という毛皮1枚の価値を
持つコインが作られました。
コインの1枚で卵12個、6枚でブ
ーツ1足の価値です。
　19世紀、流行の変化で毛皮の需

要が減り、毛皮交易の時代は幕を閉じましたが、
ビーバーなくして現在のカナダはないといって
も過言ではありません。かつては乱獲されカナ
ダ全体のビーバーが絶滅の危機となりましたが、
現在は保護され数を増やしています。カナダ経
済に重要な役割を果たしてくれた記念に、5セ
ント硬貨の裏側にはビーバーが描かれています。
ありがとうビーバー！

107世界を知ろう！世界を知ろう！世界を知ろう！世界を知ろう！
カナダの毛皮交易
東川町国際交流員（CIR）マティ・サフランヤク

国際文化紹介ブース3月：カナダ編
　せんとぴゅあⅡで、東川町国際交流員（CIR）が
母国に関連した書籍を紹介‼

担当ＣＩＲからヒトコト
　カナダの代表作「赤毛のアン」や、景色と歴史
を味わえる図鑑を用意します。どうぞお越しくだ
さい！　　　　　　　　　　マティ・サフランヤク
※一部館外貸し出しできない書籍もございます。
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.150

第210回

Is this jar full?「この小瓶はいっぱいですか」

　「簡単これだけ！」「必見。これであなたもペラペ
ラ！」SNS（英語ではsocial mediaと言う）を見ていて、
こんなキャッチコピーに釣られたことはありませんか。
英語に限らず「これで一生リバウンドなし」だの「こ
れさえやれば、一生歩ける」だの。サイト運営者は、
こちらの煩悩を知り尽くしていらっしゃる。健康、英
語、ダイエット。どれも本当は手間ひまかかることば
かりなのに。ああそれなのに、あたかも一瞬でなんと

かできそうな気がして、ついついクリックしてしまう。
そして気付けば、「あーもうこんな時間‼」。冷静に
考えれば、語学も健康も「これだけやれば」なんて魔
法はないってわかっているはず。特に語学の場合、時
間と成果ははっきり比例します。ああ、それなのに、
一瞬「そうなのかな」と期待してしまう。楽してペラ
ペラ。楽して健康。だまされて、何かの商材を売りつ
けられたら最悪です。でも、そこまでいかなくても、
気付かぬうちに貴重な時間を吸い取られている。ここ
が問題です。「私もだ」と思った方にお勧めの動画が
あります。“A Valuable Lesson For a Happier Life.”ここ
でまた動画を勧めるのもちょっと気が引けますが、こ
れは本当に一見の価値あり。生徒にも見せました。大
学教授が小瓶とゴルフボールを使って手品のようにわ
かりやすく優先順位の大切さを伝える授業です。日本
語と英語の字幕を見たい方は「人生の壺（つぼ）―何
を優先すべきかわからない君へ」と検索すれば、両方
見られます。目からうろこの面白さ。ついでに英語の
勉強にもなります。

　フィリピンでは、クリスマスだけでなく聖週間（ホーリーウ
ィーク）もとても楽しみにされる毎年恒例の連休です。今年は3
月でした。初日は枝の主日（※）、街路がヤシの葉で飾られる日
です。魔除けになるという信仰から、多くの家庭で家の前にヤ
シの葉を編んで敷きます。
　聖木曜日、金曜日、土曜日は、法で定まった休みです。この
期間、企業の多くは休むか就業時間を短くし、ほとんどのラジ
オ局も放送を止めます。いろいろなテレビ番組も放送を止めて、
四旬節の特別ドラマを放送します。
　聖週間は厳粛で静かな期間なので、人は皆、過剰に音を立て
ないようにします。内省のときなので、初期のフィリピン人は
音を立てることや不必要に音を出すことを良しとしなかったの
です。断食する人もいますが、全員ではありません。でも特に

聖金曜日は、肉を食べない人が多くいます。
　この日は大抵魚介類や野菜を食べます。特にこの時期に食べ
るのは伝統食の1つ、ビニグニット。サバやバナナ、タロイモ、
紫ヤムイモ、サツマイモ、その他の材料の薄切りを入れたココ
ナッツミルクで餅米を炊いた甘いスープ。大抵デザートとして、
好みで温かくしたり冷たくしたりして楽しみます。
　聖週間に入る前は、ターミナルや港は里帰りや旅行に出る人
でいっぱいになり、マニラのような都会はガラガラになります。
　そしてイースターになると、今度はこの厳粛で静かな状態か
ら、楽しく華やかな雰囲気に変わります。3月はフィリピンでは
夏の盛りなので、イースターエッグを探す代わりに、ビーチで
リラックスします。

A quiet time of the year　Jemarie Montolo 

Aside from Christmas, Holy Week is also highly anticipated as one of the annual long week-

ends in the Philippines. This year’s Holy Week falls in March. 

It begins with Palm Sunday, a day when streets are decorated with palm fronds. People often 

put woven palm leaves in the front door of their houses in the belief that these can ward off 

demons.

The days of Maundy Thursday, Good Friday, and Black Saturday are statutory holidays. Dur-

ing this period, many businesses are closed or operate on shorter hours and most radio sta-

tions usually go off the air. Different TV shows stop being aired and instead, special Lenten 

dramas are shown.

Holy Week is a solemn and quiet time of the year as people try to avoid excessive noise. An 

early Filipino belief frowns upon making noise or any unnecessary sound during this time as it is a time of reflection. Some people fast, 

but not everyone does. However, many people abstain from eating meat, especially on Good Friday. 

Seafood and vegetables are mostly consumed on this day. One of the traditional foods that we eat specifically for the Holy Week is “Bi-

nignit” - it is a sweet soup made with sticky rice cooked in coconut milk with various slices of sabá bananas, taro, purple yam, sweet po-

tato, and other ingredients. It is usually eaten as a dessert and can be enjoyed hot or cold, depending on your preference.

Days before the holy week, the terminals and ports are packed with commuters wanting to go back to their hometown or go on travel, 

because of  that,  big cities like Manila feel empty.

On Easter, the atmosphere changes, from solemn and quiet to joyous and festive. Instead of finding Easter eggs, people go to the beach 

to relax because March is the peak of summer in the Philippines. 

1年のうちの静かな一時　ジェマリー・モントロ　（訳：宮地晶子）

【ちょっと豆知識】宮地晶子
(※)パーム・サンデー（枝の主日）。
磔刑（たっけい）の3日後に復活した
キリストが、ロバに乗りエルサレムに
入城します。そのとき弟子が道に敷き
詰めたのがパームの木の枝。ナツメヤ
シだったらしいですが、フィリピンで
はヤシやココナッツの葉を使う。宣教
師の故国によってはシュロやネコヤナ
ギ、オリーブを使用するそうです。宗
教画を見る機会があったら、ぜひロバ
の足元を見てみましょう。
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5～10回×2セット

World Sports Report

●体幹のトレーニング…………………………………………………………
日常動作で手を上げるなど、体を動かしたときでも姿勢を安定させたい方にオススメ　
【ポイント】頭から足まで一直線で行う。

1 2 X

申込み ①QRコード ②B&G海洋センター・共生プラザそらいろ受付窓口 ③電話☎82-4600

カラダの調子をより良い方向に整える「コンディショニング」は、スポーツをするしないに
関わらず、全ての人に必要なことです。R-bodyはコンディショニングを通して健康な町づく
りを行っています。ぜひイベントにご参加ください。

World Sports Report No.002

スウェーデンから日本へ
東川町スポーツ国際交流員（SEA）　ぺル・ロビン・ヨハネス・クヴィスト（ロビン）

道具を使わずお家でできる
コンディショニング通信

②片手を耳の横まで上げる。 手を上げたときに腰を反ったり、身体が回ったりしないよう
にする。

①うつ伏せになり、肩の真下に
肘を置く。足幅は肩幅より少し
広めの状態で、お尻を上げて頭
から足まで一直線の姿勢にする。

9
Higashikawa 2024.03



大雪山の素顔大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句

俳　

句

大
雪
の
麓
〜
ひ
が
し
か
わ
的
観
光
イ
ズ
ム

大

◀
移
住
ツ
ア
ー
で
除
雪
用
具
の
説
明

まちの人口の半分が移住者
　東川町の人口は、約30年前に7000人ほど、現
在約8600人と右肩上がりに増え、当時に比べて
約2割増えています。人口増を支えている多くは
移住者だそうです。2018（平成30）年に役場で
人口動態を調べた際に、総人口のうち約半数以上
が25年以内に転入してきた移住者だということが
わかりました。私も栃木県からの移住者で、移住
からかれこれ20年以上経ちます。
　日本の人口減少が懸念されるなか、20年ほど前
から全国的に移住定住の取り組みが始まってきま
した。アグリテックでは2006(平成18)年に民間5
社で「カムイミンタラ伝道師」というコンソーシ
アムをつくり、移住ツアーを開催してきました。
アイヌの人々は大雪山を、畏敬の念を込めてカム
イミンタラと呼んでいました。雄大なこの自然環
境と暮らしの魅力を「（私たちが）伝道師」役と
なって多くの人に知ってもらい、移住につなげて
いけたらという思いからそのような名を付けまし
た。ちょうど団塊世代が大量に定年を迎えるとい
う時期を控え、都市部の定年層を呼び込もうと地
域の魅力を掘り下げて移住ツアーとして募集した
ところ、参加者の多くが子育て世代。特に東川は、
水もお米も美味しく、自然豊かで子育て環境も充
実している。また空港や旭川に近いなどの理由で、

当時から候補地に
選ぶ参加者が多い
のが特徴でした。
旭川周辺町村と連
携しながら2年間ほ
ど活動を行い、8組
23名が東川町の他、
旭川市、東神楽町に移住しました。その後、各市
町村でも移住相談窓口が設置され、私たちはその
コーディネートを担ってきました。
　町でも早くから移住政策を取り組んでいます。
今年も1・2月に役場主体で「移住相談ツアー」を
開催。13組33名が参加し、弊社でも冬の生活体
験やアクティビティ、町内事業者と協力して職場
体験などを提供。移住に向けたイメージがより膨
らんだという声を多くいただきました。大雪山国
立公園を有する豊かな自然環境とともに、他に類
を見ない1985（昭和60）年の「写真の町」宣言、
写真文化を基盤に町ぐるみで積み重ねてきた文化
そのものが、いま魅力となって多くの人をひき付
けているのかもしれません。町の半分が移住者と
いうことで、今では移住者が移住者を呼び込む
「伝道師」かもしれませんね。

  中 田 浩 康

哲
学
の
道
は
都
に
牡
丹
雪

雪
晴
や
病
み
し
夫
の
誕
生
会

六
花
帽
子
に
飾
り
一
万
歩

ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
巻
か
な
い
レ
シ
ピ
夕
斑
雪

寒
林
の
空
澄
み
き
っ
て
シ
マ
エ
ナ
ガ

母
は
子
を
子
は
母
想
い
雛
飾
る

淡
雪
や
こ
こ
ろ
を
何
に
例
え
よ
う

眺
め
て
は
素
通
り
し
て
は
苺
買
う

打
掛
の
裾
握
り
し
め
春
の
空

雪
だ
る
ま
あ
の
ね
で
は
じ
ま
る
宇
宙
の
こ
と

桜
舞
う
君
の
花
び
ら
に
じ
の
い
ろ

整
体
の
あ
と
身
を
包
む
春
夕
焼

何
と
な
く
わ
か
っ
た
顔
で
卒
業
す

石　

澤　

清　

宏

杉　

山　

り　

つ

伊　

東　

花　

風

紺　

野　

桂　

花

高　

瀬　
　
　

潤

三　

島　
　
　

智

若　

田　
　
　

郁

佐
々
木　

り　

え

本　

田　
　
　

咲

斎　

藤　

夕　

桜

こ
ば
や
し　

星
来

横　

田　

則　

子

八　

田　

昌　

代

東
川
町
ヌ
タ
ッ
プ
吟
社

本
田
☎
82-

３
９
５
２

一
緒
に
俳
句
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

〜
み
ん
な
が
先
生
で
み
ん
な
が
生
徒
〜

　

月
１
回
、
自
由
で
開
か
れ
た
句
会
を
開
催
し
、
俳
句
を

心
か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

１
２
０
年
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ

アクティビティ提供専門ショップ「HAC」
㈲アグリテック代表
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く ら し の
情  報

く ら し の
情  報

く ら し の
情  報

I n f o r m a t i o n  o f  L i v i n g

無料法律相談
3月29日㈮
午後１時～午後５時

無料法律相談
3月29日㈮
午後１時～午後５時

無料法律相談
3月29日㈮
午後１時～午後５時

森山大樹法律事務所（東町会館２階、完全予約制）
予約・お問合せは8日㈮まで
（役場企画総務課総務室）

　
父
裕司

　
母
ミク

　
町内会
西区

お 誕 生
生まれた子
松﨑　蒼
   まつざき  あおい

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比－

　
8,551人
3,982人
4,569人
4,265戸

1人
17人
9人
21人

　
25人）
6人）
19人）
19戸）

人口・世帯数　1月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　　
町内会
南町3丁目
18区
2西区
5南
12区
17区
11区

歳
おくやみ
亡き人
稲場　彰
佐竹　和枝
大城　春枝
岩間　タマエ
松田　弘子
杉浦　惠子
原　　邦夫

　
届出人
稲場　靜子
佐竹　孝友
大城　政昭
岩間　亨
松田　義春
杉浦　悟
原　　映子

84歳
81歳
85歳
90歳
95歳
90歳
88歳

　
町内会　
北町2丁目
第26

ご 結 婚
新郎
小島　勝幸
長谷川　雄人

新婦
望
直

人のうごき
1月11日～2月6日に確認できた方
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

町
議
会

町
議
会
第
１
回
定
例
会

本
会
議　

３
月
11
日
㈪
・
18
日
㈪　

　

各
日
午
前
９
時
半
〜

場
所　

役
場
３
階 

議
場

審
議
内
容　

一
般
質
問
、
一
般
会
計
ほ

　

か
二
会
計
新
年
度
予
算
、
補
正
予
算
、

　

条
例
改
正
な
ど

※

日
程
等
は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

※

多
く
の
皆
さ
ま
の
傍
聴
を
お
待
ち
し

　

て
い
ま
す

問
合
せ　

議
会
事
務
局

　

☎
役
場 

内
線
３
１
１

税
金
・
年
金

４
月
に
国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
年
度
（
４
月
〜

翌
年
３
月
）
ご
と
に
変
更
に
な
り
、
令

和
６
年
度
は
１
６
９
８
０
円
で
す
。
納

付
方
法
・
額
に
よ
り
割
引
が
あ
り
ま
す
。

納
付
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
な
い

と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、

忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
は
申
請
す
れ
ば
在
学
中

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
を
利
用
で
き
ま
す
（
前
年
の

所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
が
対
象
）
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

旭
川
年
金
事
務
所

　

☎
25-

５
６
０
６
（
役
場
窓
口
：
税

　

務
住
民
課 

住
民
室
）

く
ら
し

世
帯
の
人
数
が
変
わ
っ
た
ら
下
水
道
の
変

更
届
を

　

年
度
末
・
初
め
に
子
が
進
学
で
転
出

す
る
な
ど
世
帯
人
数
が
変
わ
る
場
合
、

下
水
道
使
用
料
が
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
住
民
票
の
変
更
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
世
帯
の
使
用
人
数
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
先　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
５
・
１
１
６

ご
み
は
適
切
に
分
別・排
出
を

　

資
源
ご
み
の
出
し
方
が
適
切
で
な
く
、

回
収
で
き
ず
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

残
る
・
処
分
場
で
処
分
で
き
な
い
事
例

が
増
え
て
い
ま
す
。
排
出
方
法
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
や
包
装

　

ご
み

・
識
別
表
示
を
確
認
。

　

プ
ラ
マ
ー
ク
が
あ
る

　

食
品
の
包
装
袋
や
ト

　

レ
ー
、
発
砲
ス
チ
ロ

　

ー
ル
な
ど
が
対
象
で
す
。

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
食
器
や
植
木
鉢
、

　

ハ
ン
ガ
ー
な
ど
は
、
燃
や
せ
る
ご
み

　

で
す
。
間
違
い
が
多
い
の
で
要
注
意
。

・
汚
れ
は
落
と
し
、
乾
燥
後
に
排
出
。

　

汚
れ
が
取
れ
な
い
と
き
は
、
燃
や
せ

　

る
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
一
升
瓶
・
ビ
ー
ル
び
ん
は
び
ん
類
回

　

収
袋
に
入
れ
て
排
出

　

昨
年
４
月
か
ら
び
ん
類
回
収
袋
に
入

れ
て
収
集
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

箱
や
指
定
袋
以
外
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
い
る
も
の
が
散
見
さ
れ
ま
す
の
で
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
２
・
１
１
８

中
心
市
街
地
巡
回
バ
ス
、実
証
実
験
中
！

　

町
は
３
月
18
日
㈪
ま
で
公
共
交
通
網

に
よ
る
利
便
性
の
向
上
に
向
け
、
中
心

市
街
地
の
公
共
施
設
な
ど
、
日
常
生
活

の
拠
点
を
結
ぶ
ル
ー
ト
を
巡
回
す
る
乗

合
バ
ス
を
運
行
し
、
交
通
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
内
回
り
・
外
回
り
を
車
両

２
台
（
定
員
８
名
）
が
巡
回
し
ま
す
。

交
通
施
策
の
検
討
に
反
映
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
買
い
物

や
通
院
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
に
つ
い
て　

▼
運
行
は
㈪
〜
㈮
の

平
日
の
み　

▼
期
間
中
は
無
料
で
乗

車
可
能　

▼
乗
車
定
員
が
限
ら
れ
る

た
め
、
通
勤
・
通
学
で
の
利
用
は
ご

遠
慮
願
い
ま
す　

▼
中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
で
ご
利
用
願
い
ま
す　

▼
乗
合
バ
ス
の
た
め
、
ご
自
身
で
の

乗
り
降
り
、
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
を

お
願
い
し
ま
す　

▼
ご
利
用
時
に
は

Ｈ
Ｕ
Ｃ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
！
乗
車
時

に
ご
提
示
く
だ
さ
い　

▼
運
行
ダ
イ

ヤ
・
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
QR
コ
ー

ド
も
し
く
は
役
場
窓
口
に
て

問
合
せ　

適
疎
推
進
課 

適
疎
推
進
室

　

☎
役
場　

内
線
２
９
３

▲詳細
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iv
in

g
①道草館発
②せんとぴゅあⅡ
③百年公園前（西団地）
④北団地
⑤ツルハドラッグ
⑥スーパーふじ（清流団地）
⑦清流中央団地
⑧清流東団地A4棟
⑨清流東団地
⑩南町1丁目団地
⑪ホクレンショップ
⑫道草館（最終便は着）
⑬マ・メゾン東川
⑭東町国際交流会館
⑮そらいろ
⑯公園団地
⑰シニアセンター
⑱診療所
⑲町役場
⑳道草館着

9:05

9:10

9:15

9:20

9:25

9:31

9:36

9:41

9:45

9:50

9:54

10:00

10:06

10:11

10:16

10:20

10:26

10:30

10:34

10:38

11:05

11:10

11:15

11:20

11:25

11:31

11:36

11:41

11:45

11:50

11:54

12:00

12:06

12:11

12:16

12:20

12:26

12:30

12:34

12:38

14:05

14:10

14:15

14:20

14:25

14:31

14:36

14:41

14:45

14:50

14:54

15:00

15:06

15:11

15:16

15:20

15:26

15:30

15:34

15:38

16:05

16:10

16:15

16:20

16:25

16:31

16:36

16:41

16:45

16:50

16:54

16:57

①道草館発
②町役場
③診療所
④シニアセンター
⑤公園団地
⑥そらいろ
⑦東町国際交流会館
⑧マ・メゾン東川
⑨道草館（最終便は着）
⑩ホクレンショップ
⑪南町1丁目団地
⑫清流東団地
⑬清流東団地A4棟
⑭清流中央団地
⑮スーパーふじ（清流団地）
⑯ツルハドラッグ
⑰北団地
⑱百年公園前（西団地）
⑲せんとぴゅあⅡ
⑳道草館着

9:20

9:27

9:31

9:35

9:41

9:45

9:50

9:55

10:01

10:07

10:11

10:16

10:20

10:25

10:30

10:36

10:41

10:46

10:51

10:53

11:20

11:27

11:31

11:35

11:41

11:45

11:50

11:55

12:01

12:07

12:11

12:16

12:20

12:25

12:30

12:36

12:41

12:46

12:51

12:53

14:20

14:27

14:31

14:35

14:41

14:45

14:50

14:55

15:01

15:07

15:11

15:16

15:20

15:25

15:30

15:36

15:41

15:46

15:51

15:53

16:20

16:27

16:31

16:35

16:41

16:45

16:50

16:55

16:58

内
回
り
ル
ー
ト（
反
時
計
回
り
）

外
回
り
ル
ー
ト（
時
計
回
り
）

都市建設課建設工事、委託業務の入札結果のお知らせ

12月26日

1月17日

入札日

指名競争入札

契約方法等業　務　名　等 請負業者 請負価格（税込み、円）

12月7日 西部処理区管渠新設測量調査業務（西町11丁目） 旭川設計測量㈱ 2,310,000

指定避難所防災機能強化　改善センター隣接施
設内部改修工事 ㈱アイエイ研究所 4,015,000

指定避難所防災機能強化　ふるさと交流センタ
ー内部改修工事 ㈱中原建築設計事務所 4,180,000

特定公共賃貸住宅西町団地アヴニールⅠ・Ⅱ棟
ストック総合改善工事 ㈱東川電気工事 3,850,000

公営住宅公園団地A1棟除却工事 ㈱藤田組 9,900,000

屋
根
か
ら
の
落
雪
に
注
意

　

気
温
上
昇
の
時
期
、
落
雪
事
故
防
止

の
た
め
、
次
の
点
に
ご
注
意
を
。　

▼

気
温
-3
〜
+3
℃
の
と
き
に
落
雪
し
や
す

い
た
め
、
建
物
付
近
を
通
行
す
る
際
は

要
注
意
。　

▼
家
や
建
物
（
空
き
家
や

倉
庫
も
含
む
）
の
持
ち
主
は
、
早
め
に

雪
下
ろ
し
を
。
落
雪
に
よ
り
損
害
を
与

え
た
場
合
、
持
ち
主
が
責
任
を
問
わ
れ

ま
す
。　

▼
屋
根
に
雪
止
め
が
あ
る
場

合
、
破
損
が
な
い
か
要
点
検
。　

▼
軒

下
や
道
路
で
遊
ば
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

▼
緊
急
時
は
、
１
１
９
番
へ
。

問
合
せ　

都
市
建
設
課 

建
設
室

　

☎
役
場 

内
線
２
５
０

健
康
・
福
祉

Ｈ
Ｕ
Ｃ
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
期
限
が
迫
っ
て
い

ま
す

　

令
和
５
年
度
に
国
保
特
定
健
診
・
が

ん
検
診
を
受
け
た
方
は
お
早
め
に
Ｈ
Ｕ

Ｃ
ポ
イ
ン
ト
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い

（
受
診
の
際
の
領
収
書
必
須
）
。

　

令
和
５
年
度
の
町
立
診
療
所
の
特
定

健
診
は
３
月
26
日
㈫
ま
で
で
す
。
お
早

め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

保
健
福
祉
課 
保
健
指
導
室

　

☎
役
場 

内
線
５
０
４

子
育
て
・
教
育

返
済
不
要
の
３
奨
学
金
申
請
の
受
付
開
始

　

町
独
自
の
３
種
類
の
奨
学
金
は
、
返

済
不
要
で
重
複
し
て
申
請
で
き
ま
す
。

◆
大
学
進
学
奨
学
助
成
金

　

未
来
を
担
う
優
れ
た
人
材
を
育
成
・

支
援
す
る
た
め
、
品
行
方
正
で
向
学
心

に
あ
ふ
れ
、
学
術
優
秀
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
学
生
に
交
付
し
ま
す
。
㈱
ホ
ク

リ
ク
様
（
東
京
都
、
野
口
研
二
社
長
）

の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
原
資
と
し

て
い
ま
す
。

対
象
者　

▼
〔
１
年
次
〕
次
の
全
て

を
満
た
す
者　

①
今
年
、
国
内
の
４

年
制
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校

（
通
信
教
育
課
程
を
除
く
）
・
海
外

の
大
学
に
進
学
し
た
学
生
、
ま
た
は

４
年
次
に
進
学
す
る
高
等
専
門
学
校

の
学
生
、
４
年
制
大
学
等
に
編
入
学

す
る
学
生
、
大
学
院
生
（
条
件
あ
り
）

②
保
護
者
が
１
年
以
上
町
内
在
住　

③
税
等
の
滞
納
が
な
い　

▼
〔
２
年

次
以
降
〕
毎
年
度
申
請
が
必
要　

※

昨
年
度
受
給
し
た
方
に
は
、
３
月
下

旬
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

支
給
金
額　

▼
〔
１
年
次
〕
国
内
大
学

　

等
：
50
万
円　

海
外
大
学
等
：
70
万

　

円　

▼
〔
２
年
次
以
降
〕
自
宅
外
通

　

学
：
月
４
万
円　

自
宅
通
学
：
月
１

　

万
円

申
請
方
法　

申
請
書
、
在
学
証
明
書
、

　

成
績
証
明
書
を
提
出

◆
小
西
健
二
奨
学
金

　

向
学
心
に
あ
ふ
れ
、
品
行
方
正
で
学

業
優
秀
で
あ
り
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な

い
環
境
に
あ
る
学
生
に
交
付
し
ま
す
。

故
・
小
西
健
二
氏
よ
り
遺
贈
さ
れ
た
３

12
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千
万
円
を
原
資
に
、
町
予
算
を
加
え
て

運
用
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

次
の
全
て
を
満
た
す
者　
　

①
国
公
立
の
短
期
大
学
・
高
等
専
門

学
校
・
大
学
に
入
学
ま
た
は
在
学
中

の
学
生
で
、
経
済
的
に
厳
し
い
家
庭

環
境
だ
と
認
め
ら
れ
る
者
（
町
就
学

援
助
費
該
当
世
帯
に
準
ず
る
）　

②

保
護
者
が
１
年
以
上
町
内
在
住　

③

税
等
の
滞
納
が
な
い

支
給
金
額　

▼
短
期
大
学
生
・
高
等
専

　

門
学
校
生
：
10
万
円　

▼
大
学
生
：

　

20
万
円 

申
請
方
法　

申
請
書
を
入
学
年
度
（
高

　

等
専
門
学
校
生
は
４
年
進
級
年
度
）

　

に
提
出

◆
も
の
づ
く
り
技
術
者
育
成
奨
学
金

　

次
代
を
担
う
優
れ
た
も
の
づ
く
り
技

術
者
と
な
る
べ
く
大
学
等
へ
進
学
す
る

学
生
に
交
付
し
ま
す
。
町
内
企
業
よ
り

町
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
原
資
に
、

町
予
算
を
加
え
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

次
の
全
て
を
満
た
す
者　
　

　

①
国
内
外
の
大
学
・
短
期
大
学
・
専

　

門
学
校
等
の
う
ち
、
建
築
・
土
木
・

　

造
形
・
工
芸
の
技
術
者
を
育
成
す
る

　

学
科
へ
進
学
し
た
学
生　

②
保
護
者

　

が
１
年
以
上
町
内
在
住　

③
税
等
の

　

滞
納
が
な
い

支
給
金
額　

10
万
円

申
請
方
法　

申
請
書
、
在
学
証
明
書
、

　

成
績
証
明
書
を
提
出

◆
共
通
事
項

申
請
期
限　

４
月
末
日
（
第
１
次
）

支
給
時
期　

５
月
末
日
予
定

申
請
書　

町
HP
に
掲
載
、
町
教
委
事
務

　

局
で
配
布

問
合
せ
・
申
請　

学
校
教
育
課

　

☎
役
場 

内
線
５
８
１

よ
ち
よ
ち
教
室（
０
歳
児
開
放
日
）

　

乳
児
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
を
お

探
し
の
み
な
さ
ん
、
親
子
で
楽
し
く
遊

び
な
が
ら
、
お
友
だ
ち
を
作
り
ま
せ
ん

か
？
ご
兄
弟
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

▼
手
作
り
お
も
ち
ゃ
制
作
（
申
込
終
了
）

　

・
絵
本
読
み
聞
か
せ

日
時　

３
月
７
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

▼
子
育
て
交
流
会
〜
子
育
て
に
つ
い
て

　

お
話
し
ま
し
ょ
う
〜

日
時　

３
月
22
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

◆
共
通
事
項

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

０
歳
児
と
保
護
者

申
込
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
82-

５
１
０
０

第
一・第
二・第
三
地
区
放
課
後
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
体
験
会

　

放
課
後
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
体
験
会

で
す
。
事
業
概
要
に
つ
い
て
は
、
２
月

１
日
に
開
催
し
た
１
日
入
学
保
護
者
説

明
会
で
配
布
の
資
料
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

日
時　

３
月
11
日
㈪
〜
19
日
㈫
午
後
３

　

時
〜
同
５
時
（
平
日
の
み
）

場
所　

各
地
区
小
学
校
体
育
館
・
空
き

　

教
室
な
ど

対
象　

小
学
校
新
１
年
生
の
み

登
録　

事
前
登
録
不
要　

※

コ
ド
モ
ン

　

で
詳
細
配
信

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課

　

☎
役
場 

内
線
５
８
７

ま
ま
こ
っ
こ
ク
ラ
ス

  

助
産
師
さ
ん
を
中
心
に
、
不
安
や
悩

み
を
相
談
し
な
が
ら
楽
し
く
交
流
す
る

講
座
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
お
産

に
向
け
た
心
と
身
体
づ
く
り
〜
バ
ー
ス

プ
ラ
ン
を
考
え
よ
う
〜
」
で
す
。

講
師　

北
田
恵
美
助
産
師
（
助
産
院
あ

　

ゆ
る
院
長
）

日
時　

３
月
12
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

共
生
プ
ラ
ザ
そ
ら
い
ろ

対
象　

町
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん
（
託
児

　

は
要
相
談
）

定
員　

10
名
（
要
申
込
）

申
込
先　

保
健
福
祉
課 

保
健
指
導
室

　

☎
役
場 

内
線
５
０
６

募
集

２
つ
の
体
験
農
園
、利
用
者
募
集
中
‼

　

休
日
や
余
暇
を
利
用
し
て
、
美
し
い

景
色
を
眺
め
な
が
ら
野
菜
や
花
を
栽
培

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

▼
第
三
地
区
体
験
農
園

場
所　

東
８
号
北
１
丁
目
（
第
三
地
区

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
横
）

募
集
区
画　

40
区
画
（
１
区
画
約
60
㎡
）

利
用
料　

１
区
画
あ
た
り
５
千
円

▼
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
体
験
農
園

場
所　

西
３
号
北
11
番
地

募
集
区
画　

35
区
画
（
１
区
画
約
60
㎡
）

利
用
料　

１
区
画
あ
た
り
町
民
１
万
円
、

　

町
外
１
万
５
千
円

◆
共
通
事
項

対
象　

通
園
可
能
な
方
。
１
件
あ
た
り

　

２
区
画
ま
で
申
込
み
可
。

開
園
期
間　

５
月
上
旬
〜
10
月
下
旬

申
込
締
切　

４
月
１
日
㈪

申
込
方
法　

窓
口
、
電
話
、
QR
コ
ー
ド

申
込
先　

農
業
振
興
課 

農
林
業
振
興
室

　

☎
役
場 

内
線
１
５
３
・
１
５
４

会
計
年
度
任
用
職
員（
学
童
支
援
員・公
務
補
）

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
学
童
保
育
セ

ン
タ
ー
で
は
学
童
支
援
員
と
公
務
補
を

募
集
し
ま
す
。

▼
学
童
支
援
員

内
容　

小
学
生
と
の
遊
び
、
見
守
り
、

　

生
活
援
助
、
指
導
な
ど

資
格　

資
格
が
な
く
て
も
要
相
談
、
教

　

員
免
許
、
保
育
士
免
許
、
放
課
後
児

　

童
支
援
員
資
格
が
あ
れ
ば
な
お
可

募
集
人
員　

若
干
名

勤
務
時
間　

シ
フ
ト
制　

①
㈪
〜
㈮
：

　

午
後
１
時
〜
同
６
時
半
で
４
〜
５
時

　

間　

②
㈯
、
長
期
休
業
日
（
夏
・
冬

　

・
春
休
み
）
：
午
前
７
時
半
〜
午
後

　

６
時
半
で
６
〜
８
時
間

報
酬
等　

時
給
１
０
７
０
円
（
朝
・
夕

　

＋
２
０
０
円
）
、
月
12
万
円
以
上
も
可
、

　

社
保
あ
り
、
賞
与
１
月
分
、
有
休

▼
公
務
補

内
容　

児
童
の
送
迎
、
地
域
交
流
セ
ン

　

タ
ー
・
ゆ
め
公
園
の
管
理
な
ど

資
格　

中
型
（
８
ｔ
限
定
な
し
）
以
上

　

の
運
転
免
許

募
集
人
員　

１
名

勤
務
時
間　

①
㈪
〜
㈮
：
午
前
８
時
半

　

〜
午
後
５
時　

※

土
日
祝
、
年
末
年

　

始
は
休
み

報
酬
等　

月
額
22
万
５
８
０
０
円
、
社

　

保
あ
り
、
賞
与
１
月
分
、
有
休

◆
共
通

任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
来
年
３
月
31

　

日
（
１
年
ご
と
更
新
）

申
込
方
法　

電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴

　

書
を
送
付
ま
た
は
持
参

応
募
期
限　

３
月
11
日
㈪

申
込
先　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
82-

５
９
０
０

イ
ベ
ン
ト

札
幌
出
入
国
在
留
管
理
局
職
員
に
よ
る
無
料

相
談
会

　

在
留
資
格
申
請
や
そ
の
他
の
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
、
ど
な
た
で
も
相
談
で13

Higashikawa 2024.03



く 

ら 

し 

の 

情 

報  In
fo

rm
a

tio
n

 o
f L

iv
in

g

▲大雪山自然学
　校HPなど

き
ま
す
。
（
無
料
、
申
込
不
要
）

日
時　

３
月
８
日
㈮
午
後
１
時
半
〜
同

　

４
時
半

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ 

多
文
化
共

　

生
室

問
合
せ　

東
川
日
本
語
学
校 
多
文
化

　

共
生
室　

☎
74-

６
８
１
５

音
楽
で
元
気
に
な
ろ
う
♬

　

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
・
ド
ー
ト
レ
ト
ミ

シ
ー
と
、
音
楽
で
元
気
に
な
ろ
う
！

▼
夜
音
茶
論

　

ど
な
た
で
も
OK
の
開
放
日
。
演
奏
を

し
た
り
聴
い
た
り
、
読
書
な
ど
過
ご
し

方
は
自
由
。

日
時　

３
月
８
日
㈮
午
後
６
時
半
〜

▼
う
た
ご
え
喫
茶

　

生
演
奏
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

ガ
イ
ド
の
歌
が
あ
る
の
で
知
ら
な
い
歌

で
も
大
丈
夫
！

日
時　

３
月
14
日
㈭
・
21
日
㈭
各
日
午

　

後
１
時
半
〜

▼
定
期
ラ
イ
ブ
ｖ
ｏ
ｌ
．
51

ゲ
ス
ト　

ギ
タ
ー
弾
語
り
：
ｒ
ｉ
ｋ
ｏ

　

・
天
音　

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
：
Ｓ
Ｉ

　

Ｎ
日
時　

３
月
20
日
㈬
㊗
午
後
３
時
半
〜

　

（
開
場
同
３
時
）

◆
共
通
事
項

場
所　

小
西
健
二
音
楽
堂 

申
込
先　

ド
ー
ト
レ
ト
ミ
シ
ー　

☎
85

　

-

７
２
７
４
、
予
約
フ
ォ
ー
ム

　

https://dotoretomisi.themedia.jp/

第
１
回
小
西
健
二
音
楽
堂
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

ル▼
３
月
23
日
㈯

①
ピ
ア
ノ
ア
マ
チ
ュ
ア
部
門

時
間　

午
後
１
時
〜
（
観
覧
無
料
）

②
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

　

ン
サ
ー
ト
（
要
申
込
）

内
容　

審
査
員
総
勢
７
名
に
よ
る
豪
華

　

共
演
〜
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
、
ピ
ア
ノ
三
重

　

奏
、
チ
ェ
ロ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ド
ー

　

ト
レ
ト
ミ
シ
ー
長
尾
匡
祐
の
歌
コ
ラ

　

ボ
な
ど
。

時
間　

午
後
６
時
〜

料
金　

町
民
１
５
０
０
円
、
町
外
２
５

　

０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

▼
３
月
24
日
㈰

①
室
内
楽
他
ア
マ
チ
ュ
ア
部
門
／
プ
ロ

　

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
部
門

時
間　

午
前
９
時
半
〜

②
ピ
ア
ノ
三
重
奏
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

時
間　

午
後
１
時
〜
（
観
覧
無
料
）

③
ピ
ア
ノ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
部
門

時
間　

午
後
１
時
半
〜
（
観
覧
無
料
）

◆
共
通
事
項

場
所　

小
西
健
二
音
楽
堂

申
込
先　

ド
ー
ト
レ
ト
ミ
シ
ー

　

☎
85-

７
２
７
４

ぴ
ゅ
あ
シ
ネ
マ

　

大
き
な
画
面
で
気
軽
に
映
画
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？

　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ
ほ
ん
の
森
で
所
蔵

し
て
い
る
作
品
の
う
ち
、
町
に
上
映
権

の
あ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
「
ぴ
ゅ
あ
シ
ネ
マ
」

と
し
て
上
映
し
ま
す
。

内
容　

「
四
月
の
雪
」
（2005

）
妻
が

　

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
の
連
絡
を
受

　

け
、
病
院
に
向
か
っ
た
イ
ン
ス
。
そ

　

こ
に
は
夫
の
事
故
で
駆
け
つ
け
た
ソ

　

ヨ
ン
が
い
た
。
ふ
た
り
は
不
倫
関
係

　

に
あ
っ
た
、
意
識
の
戻
ら
な
い
互
い

　

の
伴
侶
の
看
病
の
日
々
を
送
る
な
か
、

　

い
つ
し
か
心
を
近
づ
け
て
い
く…

。

日
時　

３
月
26
日
㈫
午
後
２
時
半
〜
同

　

４
時
20
分
（
開
場
同
２
時
）

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

多
目
的
室

定
員　

20
名
（
無
料
、
要
申
込
）

申
込
先　

文
化
交
流
課 

文
化
推
進
室

　

☎
82-

４
２
４
５

町
内
団
体
か
ら

東
川
子
育
て
応
援
サ
ロ
ン 

く
ら
し
の
森

　

子
育
て
、
１
人
で
頑
張
り
す
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
？
悩
み
や
頑
張
り
を
共
有
し

な
が
ら
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み
、

成
長
し
合
え
る
日
々
を
応
援
す
る
サ
ロ

ン
で
す
。
（
無
料
、
申
込
不
要
）

日
時
・
場
所　

各
日
午
前
10
時
〜
正
午

　

▼
３
月
６
日
㈬
：
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ　

　

▼
同
13
日
㈬
：
羽
衣
公
園

問
合
せ　

く
ら
し
の
森
（
大
雪
山
自
然

　

学
校
内
）
☎
82-

６
５
０
０

　

Instagram

：kurashinomori2018

大
雪
山
自
然
学
校
の
イ
ベ
ン
ト

▼
早
朝
森
散
歩
・
モ
モ
ン
ガ
に
あ
え
る

　

か
な
？

　

早
朝
に
キ
ト
ウ
シ
の
森
を
散
歩
し
、

森
の
動
物
に
会
い
に
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

日
時　

３
月
９
日
㈯
午
前
８
時
〜
同
10

　

時
半

場
所　

キ
ト
ウ
シ
の
森

対
象　

４
歳
児
〜
小
学
生
（
未
就
学
児

　

は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　

１
０
０
０
円

年
会
費　

１
０
０
０
円

▼
森
つ
く

　

四
季
折
々
の
森
を
感
じ
な
が
ら
、
薪

割
り
や
森
の
散
策
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
16
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

キ
ト
ウ
シ
の
森

年
会
費　

大
人
３
０
０
０
円
、
年
少
〜

　

中
学
生
１
０
０
０
円

▼
旭
岳
ロ
ン
グ
そ
り
遊
び
ト
レ
ッ
ク

　

噴
気
孔
ま
で
ス
ノ
ー
ハ
イ
ク
を
し
、

す
り
鉢
池
の
斜
面
を
滑
っ
て
遊
び
ま
す
。

日
時　

３
月
30
日
㈯

場
所　

旭
岳
（
大
雪
山
自
然
学
校
集
合
）

対
象　

小
学
生

参
加
費　

６
０
０
０
円
（
ロ
ー
プ
ウ
ェ

　

イ
代
含
む
）

年
会
費　

１
０
０
０
円

◆
共
通
事
項

保
険
代　

年
間
１
０
０
０
円

問
合
せ　

大
雪
山
自
然
学
校

　

☎
82-

６
５
０
０

東
川
親
の
会 

木
洩
れ
陽
サ
ロ
ン

　

次
年
度
に
向
け
て
、
肩
に
力
が
入
り

が
ち
な
時
期
。
支
援
計
画
の
目
標
設
定

や
先
生
と
の
関
係
作
り
な
ど
、
悩
み
が

ち
な
部
分
の
ヒ
ン
ト
を
一
緒
に
探
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
茶
話
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

３
月
11
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
か
た

　

く
り
（
東
町
４
丁
目
15-

12
）

参
加
料　

３
５
０
円
（
要
申
込
）

問
合
せ　

日
本
医
療
福
祉
教
育
コ
ミ
ュ

　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
認
定
講
師　

白

　

井
ち
よ

　

chibichanhanachan@gmail.com

歌
が
誘
う
東
川
町
と
旭
川
市
の
旅

　

「
歌
が
誘
う
北
海
道
の
旅
」
の
著
者

が
、
東
川
町
が
舞
台
の
歌
謡
曲
な
ど
、

北
海
道
の
ご
当
地
ソ
ン
グ
と
旅
の
楽
し

さ
を
紹
介
し
ま
す
。
（
無
料
、
申
込
不

要
）

講
師　

藤
尾
均
氏
（
旭
川
医
科
大
学
名

　

誉
教
授
）

日
時　

３
月
20
日
㈬
㊗
午
前
９
時
半
〜

場
所　

好
蔵
寺 

会
館
ホ
ー
ル
（
北
町

　

８
丁
目
２-

９
）

問
合
せ　

好
蔵
寺 

両
瀬

　

☎
82-

２
６
５
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▲ＷＥＢでの視聴
　はこちら

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

町
外
団
体
か
ら

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画「
決
断
」北
海
道

先
行
上
映
in
東
川

　

原
発
問
題
と
命
が
け
で
闘
っ
た
元
福

島
県
知
事
佐
藤
栄
佐
久
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
知
事
抹
殺
の
真
実
」
の

安
孫
子
亘
監
督
が
７
年
の
歳
月
を
か
け

た
渾
身
の
一
作
。

内
容　

上
映
、
出
演
者
鈴
木
哉
美
と
安

　

孫
子
監
督
の
ト
ー
ク

日
時　

３
月
21
日
㈭
①
午
後
２
時
半
〜

　

②
同
６
時
半
〜
（
上
映
90
分
・
ト
ー

　

ク
60
分
）

場
所　

永
楽
寺
ホ
ー
ル
（
東
町
２
丁
目

　

10-

２
）

参
加
料　

大
人
１
０
０
０
円
、
高
校
生

　

以
下
無
料

問
合
せ　

カ
タ
ル
ワ
３
．
11 

鈴
木

　

☎
０
８
０-

５
５
７
７-

７
５
３

　

０ニ
ュ
ー
ス

新
春
の
集
い
で
、
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
関
係
者

に
感
謝
状

　

１
月
12
日
、
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
で
新
春

の
集
い
を
開
催
。
新
春
の
集
い
は
、
新

年
に
町
民
や
各
界
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に

会
し
て
意
見
交
換
・
交
流
す
る
場
で
、

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
実
に
４
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
、
11
月
に
（
一
社
）
公
共

建
築
協
会
よ
り
、
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
が

「
第
18
回
公
共
建
築
賞
・
国
土
交
通
大

臣
表
彰
（
文
化
施
設
部
門
）
」
を
受
賞

し
た
こ
と
を
受
け
、
町
か
ら
せ
ん
と
ぴ

ゅ
あ
の
運
営
関
係
者
な
ど
に
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
の
設
計
監
修
を
は
じ

め
、
運
営
や
管
理
体
制
な
ど
に
ト
ー
タ

ル
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
き
た
小
篠
隆
生

准
教
授
は
「
設
計
だ
け
で
は
な
く
、
施

工
だ
け
で
は
な
く
、
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
に

関
わ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
賞
で
す
。
図
書
館
で

も
美
術
館
で
も
博
物
館
で
も
公
民
館
で

も
な
い
。
ど
こ
に
も
な
く
て
誰
で
も
使

え
る
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
を
、
末
永
く
使
っ

て
ほ
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

被
贈
呈
者
・
団
体
は
次
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）
。

▼
織
田
憲
嗣
（
椅
子
研
究
家
・
東
海
大

学
名
誉
教
授
）　

▼
大
野
仰
一
（
元
せ

ん
と
ぴ
ゅ
あ
館
長
・
東
海
大
学
名
誉
教

授
）　

▼
西
原
義
弘
（
元
東
川
町
大
雪

山
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
専
門
員
）　

▼
花
田

裕
子
（
東
川
町
文
化
芸
術
ト
ー
タ
ル
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）　

▼
と
し
ょ
り
ん
（
せ

ん
と
ぴ
ゅ
あ
図
書
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）　

▼
お
は
な
し
の
会
ピ
ッ
ピ　

▼
小
篠
隆

生
（
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院

准
教
授
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

大
谷
翔
平
選
手
か
ら
野
球
グ
ロ
ー
ブ
寄

贈
！

　

１
月
、
プ
ロ
野
球
の
大
谷
翔
平
選
手

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ズ
）
か

ら
寄
贈
さ
れ
たnew balance
の
野
球
グ

ロ
ー
ブ
が
町
に
届
き
ま
し
た
。

　

「
こ
の
グ
ロ
ー
ブ
が
次
の
世
代
に
夢

を
与
え
、
勇
気
づ
け
る
た
め
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
野
球
こ
そ
が
、
私
が
充
実
し
た

人
生
を
送
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
だ
か
ら
で
す
。
」
と
い
う
大
谷

選
手
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
併
せ
て
、

右
利
き
用
２
つ
・
左
利
き
用
１
つ
の
計

３
つ
を
各
小
学
校
へ
配
布
し
ま
し
た
。

　

大
谷
選
手
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

彫
刻
家
・
小
木
貞
雄
さ
ん
の
作
品
寄
贈

　

町
を
代
表
す
る
彫
刻
家
・
小
木
貞
雄

さ
ん
（
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
逝
去
）

の
作
品
51
点
が
、
配
偶
者
の
小
木
常
美

さ
ん
よ
り
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
貞
雄
さ

ん
は
東
川
町
生
ま
れ
、
彫
塑
・
彫
刻
な

ど
の
造
形
活
動
を
行
い
、
町
氷
土
会
で

も
活
躍
。
町
内
、
国
内
で
の
活
躍
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ハ
ル
ピ
ン
国
際
氷
彫
刻
大

会
や
、
カ
ナ
ダ
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ー
デ
ン

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
ス
カ

ー
ビ
ン
グ
な
ど
、
国
外
大
会
で
も
優
勝

に
輝
き
、
技
術
・
表
現
力
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る

曲
線
で
刻
ま
れ
た
彫
刻
の
、
立
ち
姿
や

表
情
は
、
見
る
者
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、

人
々
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

１
月
18
日
、
貞
雄
さ
ん
ゆ
か
り
の
第

三
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
常

美
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
寄
贈
作

品
の
展
示
を
始
め
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
に

展
示
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。
第
三
コ
ミ
セ
ン
の
屋
外
ベ
ン

チ
や
、
北
町
の
開
基
百
年
記
念
公
園
な

ど
、
町
内
各
所
に
貞
雄
さ
ん
の
作
品
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
々
の
営
み
を

温
か
く
見
守
り
続
け
る
彫
刻
作
品
を
感

じ
、
芸
術
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

中
山
組
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税

　

１
月
19
日
に
㈱
中
山
組
（
札
幌
市
、

中
山
茂
代
表
取
締
役
社
長
）
よ
り
、
デ15
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ザ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
に
対
し
て

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

kippis

と
連
携
３
年
目
！
子
育
て
を
応
援

　

町
は
、
㈱
宝
島
社
の
「kippis®
（
キ

ッ
ピ
ス
）
」
と
連
携
し
て
３
年
目
と
な

る
今
年
も
、
子
育
て
ボ
ッ
ク
ス
を
寄
付

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ピ
ス
は
、
北
欧
在
住
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
陣
が
描
く
、
自
然
や
暮
ら
し
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ブ
ラ
ン
ド
。
「
デ

ザ
イ
ン
で
暮
ら
し
を
豊
か
に
」
と
い

う
理
念
を
通
し
て
つ
な
が
っ
た
企
業

と
共
同
開
発
・
商
品
展
開
を
し
て
い

ま
す
。
北
欧
デ
ザ
イ
ン
の
背
景
に
あ

る
の
は
、
暮
ら
し
を
重
視
し
、
豊
か
さ

や
負
担
を
分
け
合
う
北
欧
な
ら
で
は

の
習
慣
だ
と
考
え
、
北
欧
の
子
育
て
に

学
び
、
行
動
す
る
子
ど
も
の
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「kippis ACTION FOR 

CHILDREN

」
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
日
本
社
会
に
お
い
て
も
、
子
ど
も

や
親
、
周
囲
の
人
々
が
互
い
の
境
遇
を

尊
重
し
、
社
会
を
信
頼
し
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、

社
会
貢
献
活
動
や
情
報
発
信
を
し
て
い

ま
す
。

　

子
育
て
ボ
ッ
ク
ス
寄
付
は
今
年
１
月

〜
12
月
生
ま
れ
の
東
川
町
の
新
生
児
が

対
象
。
「
北
欧
柄
で
、
子
育
て
を
楽
し

く
！
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
哺
乳
瓶
や
ス

タ
イ
、
母
子
手
帳
ケ
ー
ス
な
ど
計
10
点

が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

①
哺
乳
瓶
／
ピ
ジ
ョ
ン　

②
ハ
ン
ド

ク
リ
ー
ム
／
ダ
リ
ヤ　

③
ス
タ
イ
／
ツ

ク
リ
エ　

④
タ
オ
ル
／
一
広　

⑤
エ
コ

バ
ッ
グ
／
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ド
川
辺　

⑥

ポ
ケ
ッ
ト
付
き
ビ
ッ
グ
フ
リ
ン
ジ
ス
ト

ー
ル
／
エ
ク
ス
プ
ラ
ス　

⑦
マ
ー
＆
ミ

ー 

シ
ャ
ン
プ
ー
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
／
ク
ラ
シ
エ　

⑧
通
園
・
通
学
セ
ッ

ト
／
宝
島
社　

⑨
母
子
手
帳
ケ
ー
ス
／

宝
島
社　

⑩
吸
水
シ
ョ
ー
ツ
／
宝
島
社

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
近
藤
誠
一
全
集
」
第
３
巻
を
全
国
約
５

０
０
０
の
高
校
へ
寄
贈

　

町
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

を
活
用
し
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年

よ
り
近
藤
誠
一
氏
（
東
川
町
文
化
芸

術
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
与
・
元
文
化

庁
長
官
）
と
連
携
し
て
書
籍
『
近
藤
誠

一
全
集
』
全
10
巻
（
予
定
）
の
刊
行
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
文
化
芸
術
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

「
日
本
人
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て

近
藤
氏
が
国
内
外
・
各
界
で
活
躍
す
る

各
種
業
界
の
著
名
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

今
回
、
そ
の
第
３
巻
で
あ
る
『
近
藤

誠
一
全
集
Ⅲ 

対
談
Ⅲ 

日
本
人
の
心
』

（
か
ま
く
ら
春
秋
社
）
を
発
刊
し
、

「
日
本
（
人
）
の
心
と
叡
智
（
え
い

ち
）
」
を
学
び
、
世
界
を
よ
り
よ
い
方

向
へ
導
く
志
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、

全
国
の
高
校
約
５
０
０
０
校
へ
寄
贈
し

ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ジ
ャ
ン
ボ
一
小
巻
き
大
成
功
！

　

２
月
４
日
、
東
川
第
一
小
学
校
で

「
ジ
ャ
ン
ボ
一
小
巻
き
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
〔
主
催
：
第
一
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
〕
。

　

始
め
に
こ
れ
ま
で
の
動
画
を
見
て
、

大
き
な
海
苔
巻
き
を
よ
く
イ
メ
ー
ジ
。

レ
シ
ピ
の
確
認
、
机
の
配
置
、
具
材
の

作
り
方
、
並
べ
方
の
段
取
り
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
も
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
よ
く

聴
い
て
自
分
か
ら
進
ん
で
準
備
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

「
一
小
」
の
形
に
机
を
配
置
し
て
海

苔
の
下
地
を
作
る
こ
と
、
12
㎏
の
米
を

炊
い
て
酢
飯
を
作
る
こ
と
、
大
量
の
具

材
を
並
べ
る
こ
と
な
ど
、
大
変
で
楽
し

い
準
備
作
業
を
終
え
、
で
き
た
の
は
長

机
４
〜
５
台
分
の
長
い
海
苔
巻
き
の
も

と
。
児
童
や
保
護
者
、
教
職
員
、
卒
業

生
、
新
一
年
生
、
小
さ
な
兄
弟
も
含
め

総
勢
70
名
程
が
４
列
に
並
ん
で
「
せ
ー

の
、
一
小
巻
き
〜
！
」
の
合
図
で
一
斉

に
巻
く
と
、
「
大
成
功
！
」
と
歓
声
や

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

準
備
や
協
力
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

と
て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

銀
冬
を
疾
走
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

　

１
月
20
日
、
「
ひ
が
し
か
わ
銀
冬
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
〔
主
催
：
㈱
東
川
振
興
公
社
〕
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
夏
だ
け
で
は
な

く
冬
に
も
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
、

元
気
に
冬
を
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
も

の
で
、
今
回
で
７
回
目
の
開
催
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
を
出
発
し
、

大
雪
旭
岳
源
水
公
園
↓
プ
リ
ウ
ス
の
森

↓
キ
ト
ウ
シ
の
森
を
通
っ
て
、
再
び
せ

ん
と
ぴ
ゅ
あ
ま
で
戻
る
合
計
31
㎞
。
当

日
の
気
温
は
氷
点
下
15
度
で
手
が
か
じ

か
む
よ
う
な
寒
さ
で
し
た
が
、
晴
天
で

澄
ん
だ
空
気
の
な
か
駆
け
抜
け
る
時
間

は
最
高
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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社
協
だ
よ
り　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

1
月
11
日
か
ら
2
月
10
日
に
社
会
福

祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

11
町
内
会　
　
　

原　
　
　

映　

子
様

12
町
内
会　
　
　

松　

田　

善　

春
様

南
町
1
町
内
会　

安　

原　

惠　

子
様

南
町
3
町
内
会　

稲　

場　

静　

子
様

東
雲
町
内
会　
　

藤　

原　

好　

宏
様

25
町
内
会　
　
　

大　

岩　

秀　

章
様

32
町
内
会　
　
　

長
谷
川　

和　

美
様

35
町
内
会　
　
　

水　

野　

英　

勝
様

「
く
ら
し
の
相
談
」

　

日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、悩

み
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
☎
82-

７
５
０
５
、随
時
受
付
）

【
今
月
の
相
談
員
】　泉　

　
　

健　

一

各種大会成績各種大会成績
【スキー】
◆白金カップ（12月9日）
▼中学男子〔2位〕佐藤慶（東川XC）
◆第26回朝日ノルディックスキー大会（12
月25日）
▼中学男子〔3位〕佐藤慶（東川XC）
◆第56回北海道中学校スキー大会【中体
連全道大会】（1月13・14日）
▼CL男子〔3位〕佐藤慶（東川XC）

◆第34回たかすオオカミの里北野クロス
カントリー大会（1月14日）
▼小学3年男子〔3位〕中田泰山（東川XC）
◆第45回全道ジュニアクロスカントリース
キー和寒大会（1月28日）
▼中学3年男子〔3位〕佐藤慶（東川XC）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

参
加
者
か
ら
は
「
来
年
も
参
加
し
た

い
」
と
い
う
意
見
や
、
「
や
っ
ぱ
り
東

川
は
す
ご
い
」
と
の
声
が
聞
こ
え
、
東

川
の
魅
力
を
堪
能
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。
来
年
も
同
時
期
に

開
催
予
定
。
一
緒
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

東
川
大
雪
野
球
少
年
団
か
ら
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
ジ
ュ
ニ
ア
に
選
出

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

が
参
加
し
、
12
月
26
日
〜
28
日
に
東
京

・
明
治
神
宮
野
球
場
と
横
浜
ス
タ
ジ

ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
「NPB

12
球
団
ジ

ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
トKONAM

I CUP 
2023

」
に
出
場
す
る
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ジ

ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
16
名
に
、

東
川
大
雪
野
球
少
年
団
か
ら
６
年
生

２
名
（
二
瓶
結
登
君
・
東
小
６
年
、
福

田
愛
斗
君
・
旭
川
６
年
）
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
な
ん
と
東
川
町
か
ら
は
初
選

出
！

　

本
大
会
は
プ
ロ
野
球
12
球
団
に
よ
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

１
次
選
考
に
参
加
し
た
全
道
約
３
５
０

名
か
ら
実
技
選
考
を
実
施
し
メ
ン
バ
ー

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
惜
し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

両
選
手
と
も
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
、

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー

ム
と
の
予
選
２
試
合
に
ス
タ
メ
ン
出
場

し
活
躍
。
選
手
た
ち
は
一
戦
一
戦
を
経

験
す
る
ご
と
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
、

最
後
ま
で
諦
め
ず
に
戦
う
姿
を
み
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

東
川
中
学
校
・
高
校
ク
ロ
カ
ン
部
、
全
国

大
会
へ
出
場

　

１
月
22
日
、
東
川
中
学
校
・
東
川
高

校
の
ク
ロ
カ
ン
部
が
、
町
長
を
表
敬
訪

問
し
、
全
国
大
会
出
場
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

１
月
に
名
寄
市
で
開
催
さ
れ
た
全
道

中
学
ス
キ
ー
大
会
、
北
北
海
道
高
校
ス

キ
ー
大
会
で
、
ぞ
れ
ぞ
れ
が
優
秀
な
成

績
を
収
め
、
中
学
校
か
ら
は
２
名
、
高

校
か
ら
は
６
名
が
全
国
大
会
（
２
月
７

日
、
長
野
県
・
富
山
県
開
催
）
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

車
に
乗
せ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う

86
歳
匿
名
女
性

　

先
日
猛
吹
雪
の
中
、
ど
う
し
て

も
欲
し
い
物
が
あ
り
、
買
い
物
に

出
ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
の
時
間

も
わ
か
ら
ず
、
ハ
イ
ヤ
ー
も
一
時

間
待
ち
、
吹
雪
に
途
方
に
暮
れ
て

い
ま
し
た
ら
、
見
知
ら
ぬ
ご
婦
人

が
声
を
か
け
て
き
ま
し
た
。
事
情

を
察
し
て
方
向
が
違
う
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
「
ど
う
ぞ
」
の
声
に
つ

い
甘
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
地
獄

に
仏
と
は
こ
の
こ
と
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
し
た
。

　

少
し
の
お
礼
も
受
け
取
っ
て
い

た
だ
け
ず
、
「
お
元
気
で
ね
」
と

優
し
い
笑
顔
で
去
っ
て
い
き
ま
し

た
。
ぼ
ー
っ
と
見
送
る
だ
け
で
し

た
。
今
で
も
心
残
り
で
す
。
何
か

一
言
で
も
、
も
う
一
度
お
礼
が
言

い
た
い
で
す
。

▲東川中学校のクロカン部▲東川高校のクロカン部
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公営住宅等の入居者を募集します 税務住民課

注 意 事 項

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
問 合 せ

／・申込みの際は、必ず東川町公営住宅入居申込案内をご確認ください（税務住民課住民室で配布）。
　・入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に該当す
　　る場合は入居できません。
　・室内・室外でペット飼育は認められません。
　・ここに記載の家賃は、この住宅の最高家賃ではありません。長期間居住され所得が増えた場合には、家
　　賃が最大10万円を超える場合があります。
　・災害などにより緊急的に移転が必要になった場合、住宅の募集を取りやめる場合がありますのでご了承
　　ください。
／入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
／３月末　※原則期限までに入居手続きを完了することが要件となっています。
／家賃の３か月分
／入居者が家賃滞納などをした際に、代わって弁済することが可能な程度の定期的な収入がある方２人。
／税務住民課 住民室　☎82－2111（内線115・116）

戸数、家賃 建築年、構造、設備等住　所募集団地 そ　の　他

①
・1戸
・1階1LDK（37.2㎡）
・30,400円～40,200円

・1994（平成6）年
・耐火構造２階建て
・物置、駐車場１台

西町1丁目9番アヴニールⅠ
（単身用）

・オール電化、家賃の他に温水器、暖房機、調理器
　のリース料（月額6,000円程度）の負担があります。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪
　費用が別途かかります。

●特定公共賃貸住宅

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望する方で次の要件に該当する方（詳細はお問い合わせください）
１．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
２．町内会への入会および町内会費の納入ができる方
※詳細はお問い合わせください。

●公営住宅

入
居
資
格

１．原則、同居または同居しようとする親族がいる方
　　※60歳以上、障害者手帳の所持者、生活保護受給者など単身で申し込める場合があります。
　　※不自然な合体・分離をした世帯については、申し込むことはできません（DV被害者を除く）。
　　※婚約者（6か月以内に入籍）および内縁関係にある者を同居者とすることも可能です。
　　※パートナーシップ宣誓書受領証などの交付を受けている方のパートナーは、配偶者と同じ取り扱いとします。
２．町内会への入会および町内会費の納入ができる方
３．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
　　※ただし、次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
　　　・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合 ・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
　　　・精神障がい等級1級から3級までの方がいる場合 ・知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
　　※上記以外にも要件がありますので、お問い合わせください。

そ　の　他戸数、家賃 建築年、構造、設備等住　所募集団地

・1戸
・1階1LDK（51.9㎡）
・16,500円～24,600円

西団地A2
・2004（平成16）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

北町2丁目8番

・家賃の他に温水器、暖房機、調理器のリース料（月
　額6,000円程度）の負担があります。（北電との契約）
・網戸は各自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪費
　用が別途かかります。

②

③
・1戸
・1階3LDK（70.6㎡）
・21,600円～32,200円

・1989（平成元）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

西町1丁目20番清流東団地A4
・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪費
　用が別途かかります。

・調理器（ガス）、灯油暖房機（FF式）、網戸は各自用
　意。

・1戸
・1階3DK（59.74㎡）
・12,700円～19,000円

・1979（昭和54）年
・木造平屋建て
・駐車場1台

南町1丁目7番① 南団地A3

3月1日㈮～3月15日㈮受付期間
税務住民課 住民室受付場所
公営住宅３戸、特定公共賃貸住宅１戸　計４戸募集戸数
１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納が無いことを証明する書類
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ）※本籍地の表示は不要
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。
※３の書類は、前年と申込時点とで職場が変わっている場合、新しい職場の給与証明が必要です。
※申込みの際には、必ず「公営住宅入居申込案内（申込前に読むしおり）」をご確認ください。
※下線のついている書類は、税務住民課住民室に用意してあります。詳細はお問い合わせくださ
　い。

お申し込みに
必要なもの

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
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２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
、
医
師

法
・
医
療
法
が
改
正
さ
れ
、
診
療
に

従
事
し
よ
う
と
す
る
全
て
の
医
師
は
、

総
合
的
な
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
の
知

識
・
技
術
を
身
に
付
け
る
方
針
が
決

定
。
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
よ
り

２
年
以
上
の
初
期
臨
床
研
修
が
必
修

化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
研

修
開
始
当
初
の
２
年
間
は
大
学
病
院

の
入
局
者
数
が
減
少
し
関
連
病
院
へ

の
医
師
派
遣
が
困
窮
を
極
め
、
地
域

医
療
を
担
う
中
小
病
院
の
医
師
不
足

や
専
門
医
の
偏
在
が
顕
在
化
。
現
在

ま
で
も
各
所
で
慢
性
的
な
医
師
不
足

の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
４
月
に
厚

生
労
働
省
に
よ
る
専
門
医
の
在
り
方

に
関
す
る
検
討
会
に
よ
っ
て
、
日
本

の
専
門
医
制
度
が
議
論
さ
れ
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
①
専
門
医
の
認

定
が
、
こ
れ
ま
で
の

各
学
会
に
よ
る
認

定
か
ら
第
三
者

機
関
で
あ
る

「
日
本
専
門

医
機
構
」
に

委
ね
ら
れ
る　

②
専
門
医
は
基

本
領
域
の
専
門
医

資
格
を
取
得
後
に
、
細

分
化
し
た
専
門
医
を
取
得
す
る
二
段

階
制
に
す
る　

③
今
後
は
全
て
の
医

師
が
い
ず
れ
か
の
基
本
領
域
の
専
門

医
を
取
得
す
る　

④
18
領
域
だ
っ
た

基
本
領
域
に
、
新
た
に
「
総
合
診
療

専
門
医
」
を
創
設
す
る

　

⑤
今
後
は
「
日

本
専
門
医
機

構
」
が
認
定

し
た
専
門

医
資
格
の

み
広
告
可

能
に
な
る

　

な
ど
今
後

の
方
向
性
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
「
日

常
的
に
頻
度
が
高
く
幅
広
い
領
域
の

疾
病
と
傷
害
な
ど
に
つ
い
て
、
適
切

な
初
期
対
応
と
必
要
に
応
じ
た
継
続

医
療
を
全
人
的
に
提
供
す
る
と
と
も

に
、
疾
病
予
防
・
介
護
・
看
取
り
・

地
域
の
保
健
福
祉
活
動
な
ど
人
々
の

命
と
健
康
に
関
わ
る
幅
広
い
問
題
に

適
切
な
対
応
が
で
き
る
医
師
」
を

「
総
合
診
療
医
」
と
定
義
。
「
主
に

地
域
を
支
え
る
診
療
所
や
病
院
で
、

他
の
領
域
別
専
門
医
・
一
般
医
師
・

歯
科
医
師
・
医
療
や
健
康
に
関
わ
る

そ
の
他
の
職
種
な
ど
と
連
携
し
て
、

地
域
の
医
療
・
介
護
・
保
健
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
つ
つ
、
多
様
な
医
療
サ

ー
ビ
ス
（
在
宅
医
療
・
緩
和
ケ
ア
・

高
齢
者
ケ
ア
な
ど
を
含
む
）
を
包
括

的
か
つ
柔
軟
に
提
供
す
る
こ
と
」
を

役
割
と
し
て
期
待
さ
れ
る
新
た
な
専

門
医
と
し
て
「
総
合
診
療
専
門
医
」

を
認
定
し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
の

専
門
医
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
で
す
。

地
域
医
療
と
総
合
診
療

　

あ
る
研
究
で
は
、
１
０
０
０
人
の

住
民
を
対
象
に
１
か
月
の
う
ち
に
ど

の
よ
う
な
健
康
問
題
が
起
こ
る
か
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
７
５
０
人
に
何
ら

か
の
健
康
問
題
が
発
生
し
、
そ
の
う

ち
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
の
は
２

５
０
人
、
入
院
を
必
要
と
し
た
の
は

９
人
、
他
科
の
専
門
医
に
紹
介
を
し

た
の
が
５
人
、
高
次
の
医
療
機
関
へ

の
受
診
を
必
要
と
し
た
の
が
１
人
と

い
う
結
果
で
し
た
（W

hite 
K
L

らThe ecology of m
edi-

cal care. N
 Engl J M

ed 
1961;265:885-92

）
。
高
度

な
専
門
医
療
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す

が
、
大
部
分
の
住
民
に
は
そ
こ
ま
で

の
医
療
は
必
要
な
い
場
合
、
総
合
診

療
医
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
域
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
が
総
合

診
療
医
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
未
来

ま
で
あ
と
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
総
合
診
療
医
の

専
門
性
が
認
め
ら
れ
、
少
し
ず
つ
で

す
が
数
を
増
や
し
て
い
る
現
状
に
、

や
っ
と
こ
こ
ま
で
来
た
と
い
う
思
い

で
す
。

第69回

ミ
ニ
家
庭
医
学
講
座

町
立
診
療
所
副
所
長　

古  

川  

倫  

也

　

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
４
月
に
新
し
い
専
門
医
制
度
が
始
ま
り
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
か
ら

専
門
研
修
を
修
了
し
た
「
専
攻
医
」
が
専
門
医
と
し
て
認
定
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
新
制
度
が
定
着
す

る
ま
で
年
月
を
要
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
医
療
界
も
変
革
の
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

総
合
診
療
専
門
医
誕
生

新
し
い
専
門
医
制
度
と
地
域
医
療

総
合
診
療
専
門
医
誕
生

新
し
い
専
門
医
制
度
と
地
域
医
療
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